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顔写真 

 

   

  

 第１回インフラマネジメントテクノロジーコンテスト（以下インフラテクコン 2020）を納める「高

専インフラテクコン交流会」を 3 月 15 日に行いました。皆様のご協力、ご厚意によりインフラテクコ

ン 2020を無事に終えることができました。ありがとうございました。 

 

交流会の会場とした 3331 Arts Chiyoda は旧千代田区立練成中学校

を改修した施設で、オフィスやショップが並ぶ他、個展やワークショップ

など様々なイベントが開催されています。また校庭や建物全体に学校の面

影を残しており、体育館には校歌が飾られています。地域課題の解決をテ

ーマにし、高専との交流を目的としているインフラテクコンにピッタリの

場所です。 

 

高専インフラテクコン交流会は、インフラテクコンに関係した方々が一

堂に集まり、インフラテクコン 2020 を振り返りながら、第２回インフ

ラテクコンにつなげていくことを目的に開催しました。テーマを『インフ

ラテクコン 2020のあしあと』～会いたかった、聴きたかった～ とし、

コロナ禍において「やっと交流会で会える！」という期待を込めて企画し

ましたが、当日は緊急事態宣言延長のため、関係者の来場が難しい状況と

なりました。オンラインのみの開催も検討しましたが “会いたかった” 

想いを伝えるため、感染症対策を徹底したリアル会場を設営し、やむなく

高専チームにはオンラインで参加いただき、リアル＆オンラインのハイブ

リッドな開催となりました。リアル会場を LIVE配信にすることで、より

会場の楽しさを伝えることができたと思います。オンライン会場では高専側から発信する「プレゼンの

部・表彰式の部」と、関係団体・企業からの発信として「交流の部」を準備し、双方向からの交流を目指

しました。 

 

【プレゼンの部】 

 「プレゼンの部」では最終審査に進出したチームによるプレゼンと審査員

からの講評を行いました。提出動画とはまた別の角度から作品に触れるこ

とができる機会となりました。 

本コンテストで最優秀賞を飾ったわくわくピーナッツの作品は橋の画像

を撮影すると AI が判断しキャラクターを作成します。このスマホゲームを

通し、市民が楽しみながら橋の情報を収集するというものです。この作品は

チームが楽しみながらアイデアを出し、作品まで仕上げたことが高く評価

されました。周南市で橋守隊をしている審査員今井氏は「橋守隊の活動も楽

しみにしながらやらないといけない、と言いながらやっている。その最たる

ものとしてゲームまで行きついて、形にもなりそうなアイデアになったの

かと思った。」と講評しました。活動を長く続かせるためにとても重要なこ

とだと思います。 

１，WEJOKA 

２，Be-Mice 

３，NITKCs 

４，えちもりインフラーズ 

５，わくわくピーナッツ 

６，阿南事変 

７，c.Moai 

８，ちーむまつえ 

９，雄風 

１０，Kure SWGT 

１１，津幡メンテロズ 

プレゼンチーム一覧 

会場エントランス 

盛り上がるプレゼン会場 
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【表彰式の部】 

 午後からは会場を２F体育館に移し、「表彰式の部」を行いました。表彰式は参加者がみなフラットと

なるように、かしこまった壇上は使用せず、平場をステージとし開催しました。本来であれば来場した高

専生全員が前に出て、お互いを称えあい、企業賞の発表には欽ちゃんの仮装大賞のように盛り上がれる

ようにと企画したものでした。今回はオンライン上となりましたが、企業賞の発表の際は、良い緊張を感

じました。祝辞には CNCP 代表理事 山本氏、国立高等専門学校機構理事 坪田氏、千代田区 樋口高

顕区長から祝辞を頂き、その後最終審査に挑んだチームへ最優秀賞、優秀賞、奨励賞がオンラインで授与

されました。最優秀賞と優秀賞には、入賞を勝ち取った渾身の製作動画に繋がる QR コード入りのトロ

フィーが贈られました。また企協賛企業 10 者から計 29 本の企業賞が贈られ、高専生の喜びの顔が大

きく映りました。 

 

【交流の部】 

 今回開催された交流会は、高専側からの発信だけでなく、後援・協力

団体や協賛企業からの発信も行いました。会場にブースを設営した企業・

団体からのオンラインによる企業 PR や温かい言葉の数々は、参加され

た高専チームへ応援メッセージとして届いたことと思います。 

 

その他、最終審査の提案概要書によるポスターセッションも行い、イ

ンフラテクコンをふりかえる機会としました。 

 交流会を通し、関係者皆様の温かい心に触れることができました。重

ねてお礼申し上げます。今年度第 2回目となるインフラテクコン 2021

もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
当日の様子はこちらよりご覧ください。 

【プレゼン&表彰の部】 https://youtu.be/opR8enW07PU 

【交流の部】  https://youtu.be/663BoQviH_4 

【インフラテクコンHP】 https://www.infratechcon.com/meetup 

 

株式会社ガイアート 

株式会社奥村組 

佐藤工業株式会社 

（一社）日本橋梁建設協会 

古河電気工業株式会社 

大成建設株式会社 

下水道広報プラットフォーム 

株式会社熊谷組 

（NPO 法人）シビル NPO 連

携プラットフォーム 

アイセイ株式会社 

丸磯建設株式会社 

株式会社アイ・エス・エス 

Ｍarkforged 

Doboku Lab 

（公社）土木学会 

PR 企業・団体一覧 

最優秀賞授与 最優秀、優秀賞のトロフィー オンラインで参加した高専生 

参加者みんなで記念撮影 
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